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視
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研
修
報
告
【
厚
生
常
任
委
員
会
】

視
察
先
　
北
海
道
旭
川
市
・
富
良
野
市
・
札
幌
市

期
　
間
　
平
成
十
八
年
八
月
二
十
一
日
〜
二
十
三
日

参
加
者
　
尾
崎
進
一
、
出
町
豊
、
加
賀
谷
昭
城
、

一
戸
豊
、
加
賀
谷
忠
榮
　
　
　
以
上
五
人

今
回
の
研
修
の
目
的
は
、
旭
川
市
の

消
防
と
福
祉
の
一
体
化
し
た
取
り
組
み

の
内
容
、
富
良
野
市
の
ゴ
ミ
処
理
、
特

に
「
燃
や
さ
な
い
・
埋
め
な
い
」
を
基

本
と
し
た
十
四
種
分
別
収
集
の
取
り
組

み
内
容
お
よ
び
札
幌
市
に
あ
る
市
民
防

災
セ
ン
タ
ー
で
の
災
害
の
模
擬
体
験
を

通
し
て
、
い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い

「
災
害
」
に
対
す
る
知
識
や
取
り
組
み

方
な
ど
を
参
考
に
し
、
わ
が
町
の
行
政

に
役
立
つ
施
策
を
研
究
す
る
こ
と
で
し

た
。ま

ず
、
旭
川
市
で
取
り
組
ん
で
い
る

災
害
弱
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

「
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
１
９
」、
災
害
弱
者

訪
問
サ
ー
ビ
ス
事
業
「
ほ
の
ぼ
の
サ
ー

ビ
ス
」
と
訪
問
健
康
相
談
等
推
進
事
業

「
あ
ん
し
ん
訪
問
」
に
つ
い
て
、
旭
川

市
第
二
合
同
庁
舎
に
あ
る
消
防
本
部
の

市
民
安
心
課
を
訪
れ
ま
し
た
。
消
防
本

部
と
い
え
ば
火
災
や
災
害
を
イ
メ
ー
ジ

し
、
福
祉
と
い
う
よ
り
は
災
害
防
止
の

活
動
か
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
実
際
は

一
人
暮
ら
し
の
年
超
者
（
旭
川
市
消
防

本
部
で
は
六
十
五
歳
以
上
の
方
を
こ
う

呼
び
ま
す
。）
や
身
体
に
障
害
を
も
つ

人
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
災
害
弱
者
」
と

い
わ
れ
る
方
々
の
被
害
の
予
防
を
目
的

と
し
た
も
の
で
し
た
。

平
成
二
年
か
ら
稼
働
し
て
い
る
「
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
１
１
９
」
は
、
一
人
暮
ら

し
の
年
超
者
世
帯
な
ど
に
緊
急
通
報
装

置
を
設
置
し
て
、
有
事
の
際
、
自
動
的

に
通
報
を
受
け
、
状
況
に
応
じ
救
急
車

や
消
防
車
を
出
動
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。
平
成
二
年
か
ら
現
在
ま
で
で
五
千

百
八
十
七
世
帯
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
受
信
状
況
は
、
火
災
を
例
に
と
れ

ば
合
計
で
六
千
六
百
八
十
七
件
あ
り
、

そ
の
う
ち
消
防
車
が
出
動
し
た
回
数

は
、
火
災
が
十
二
件
、
警
戒
出
動
（
火

災
に
は
至
ら
な
い
が
、
危
険
等
の
確
認

の
た
め
の
出
動
）
が
千
八
百
五
十
三
件

で
あ
り
、
事
前
覚
知
（
セ
ン
タ
ー
側
の

指
示
に
よ
り
、
火
災
な
ど
を
未
然
に
防

い
だ
も
の
）
は
四
千
八
百
二
十
二
件
で

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
稼
働
以
来
十
一

年
間
で
装
置
設
置
対
象
世
帯
で
の
災
害

率
は
、
六
千
六
百
八
十
七
分
の
十
二
件

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
０
・
17
％
と
い

う
非
常
に
優
れ
た
結
果
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
装
置
は
、
主
装
置
と
火
災
・

煙
・
ガ
ス
の
四
点
セ
ッ
ト
か
ら
な
り
、

費
用
は
十
万
円
弱
と
安
く
な
い
の
で
す

が
、
設
置
対
象
者
以
外
の
年
超
者
な
ど

は
市
の
助
成
金
制
度（
限
度
額
四
万
円
）

を
活
用
し
て
取
り
付
け
し
て
お
り
、
そ

れ
以
外
に
も
各
個
人
で
取
り
付
け
る
人

も
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
年
間
予
算
は
約
七
千
万
円
に

の
ぼ
り
、
そ
の
大
半
は
年
二
回
の
定
期

点
検
費
用
と
の
こ
と
で
し
た
。
国
や
道

の
補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
装
置
設
置

費
用
が
起
債
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
の
結
果
が
、
後
の
「
あ

ん
し
ん
」
事
業
の
第
一
歩
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。

二
番
目
が
平
成
十
三
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
災
害
弱
者
訪
問
サ
ー
ビ
ス
事
業

「
ほ
の
ぼ
の
サ
ー
ビ
ス
」
で
す
。
こ
の

事
業
も
ま
た
、
年
超
者
な
ど
の
在
宅
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
防
災
と
安

心
の
一
体
化
を
図
っ
て
お
り
、
災
害
弱

者
世
帯
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災

害
の
予
防
や
健
康
状
況
の
把
握
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、
事
後
の
対
応
を
各
関
係

機
関
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一

層
の
「
あ
ん
し
ん
」
が
提
供
で
き
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、「
ほ

の
ぼ
の
電
話
」
で
現
在
の
状
況
や
防
火

な
ど
の
相
談
、
訪
問
日
の
確
認
な
ど
を

行
い
、「
ほ
の
ぼ
の
訪
問
」
で
防
火
点

検
や
避
難
の
方
法
、
不
安
や
悩
み
の
相

談
、
防
災
指
導
の
実
施
を
経
て
、「
ほ

の
ぼ
の
手
助
け
」
と
し
て
、
不
安
解
消

や
指
導
助
言
、
関
係
機
関
へ
の
連
絡
や

情
報
提
供
を
行
う
も
の
で
す
。
そ
の
ほ

か
に
は
、「
ほ
の
ぼ
の
グ
ッ
ズ
」
の
製

作
配
布
を
通
じ
、
災
害
の
予
防
や
有
事

に
、
よ
り
役
立
つ
事
業
を
目
指
し
て
お

り
、
年
間
三
千
世
帯
弱
の
訪
問
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
年
間
予
算
は
、
昨
年
が

六
百
四
十
万
円
、
今
年
は
減
額
さ
れ
て

三
百
十
万
円
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
は
、
女
性
消
防
団
員
四
十

人
や
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
五
十
四
人
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
す
る

と
と
も
に
、
ス
ー
パ
ー
エ
イ

ジ
（
年
超
者
）
防
火
ク
ラ
ブ

を
組
織
し
、
各
地
老
人
ク
ラ

ブ
と
の
橋
渡
し
役
を
務
め
て

い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
「
訪
問
」
で

一
番
多
い
相
談
が
「
健
康
」

に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
が
平
成
十
五
年
か
ら
の
第

三
の
訪
問
健
康
相
談
等
推
進

事
業
「
あ
ん
し
ん
訪
問
」
に

展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
事
業
も
在
宅
支
援
の
一
つ

と
し
て
市
の
モ
デ
ル
事
業
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
消
防
本
部
の
保
健

師
の
資
格
を
持
つ
職
員
が
、
パ
ソ
コ
ン

や
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
（
血
圧
、
脈
拍
な

ど
）
測
定
器
を
持
参
し
て
対
象
者
宅
を

訪
問
し
、
訪
問
し
た
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
、
モ
ニ
タ

ー
画
面
で
直
接
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
を
指

導
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

訪
問
に
も
、
消
防
職
員
だ
け
で
な
く
、

女
性
分
団
員
や
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
な

ど
の
協
力
を
仰
ぎ
、
こ
れ
か
ら
は
男
性

団
員
に
も
輪
を
広
げ
て
、
よ
り
一
層
の

「
あ
ん
し
ん
」
事
業
に
し
た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

上
記
三
事
業
は
消
防
本
部
の
取
り
組

み
で
あ
り
、
消
防
と
高
齢
福
祉
の
一
体

化
を
通
じ
、「
あ
ん
し
ん
」
な
ま
ち
が

で
き
、一
人
暮
ら
し
の
世
帯
を
訪
問
し
、

相
談
に
乗
る
こ
と
自
体
が
火
災
や
事
故
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を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

わ
が
町
で
も
、
一
考
の
余
地
が
十
分
に

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

次
の
視
察
は
、
富
良
野
市
の
ゴ
ミ
十

四
種
分
別
収
集
に
つ
い
て
で
す
。
わ
が

町
の
処
分
場
も
寿
命
が
近
づ
い
て
お

り
、
あ
と
何
年
も
持
た
ず
に
満
杯
に
な

り
ま
す
。
敷
地
確
保
が
非
常
に
難
し
い

時
代
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
先
少
し
で

も
長
持
ち
さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良

い
の
か
を
課
題
に
、
富
良
野
市
の
十
四

種
分
別
を
成
功
例
と
聞
き
、
訪
れ
ま
し

た
。富

良
野
市
で
は
、
昭
和
六
十
年
度
三

種
分
別
、昭
和
六
十
三
年
度
六
種
分
別
、

平
成
五
年
度
七
種
分
別
と
実
績
が
あ

り
、
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行
後
は
、
平
成

十
二
年
度
十
種
分
別
、
平
成
十
三
年
度

か
ら
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
規
制
の
関
連
か

ら
、
既
存
の
焼
却
場
が
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
現
在
の
十
四
種
分
別

へ
と
推
移
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
四
年

十
二
月
の
焼
却
施
設
廃
止
に
伴
い
、
平

万
六
百
四
十
二
世
帯
）
か
ら
、
人
口
割

り
で
は
一
人
あ
た
り
約
一
万
六
千
五
百

円
、
世
帯
割
り
で
算
出
す
る
と
、
一
世

帯
あ
た
り
約
三
万
九
千
円
に
な
り
ま

す
。
説
明
の
中
で
、
私
た
ち
が
注
目
し

た
の
は
、
市
民
に
対
す
る
「
リ
サ
イ
ク

ル
普
及
啓
発
」
費
用
と
し
て
平
成
十
三

年
度
か
ら
三
百
二
十
万
円
ほ
ど
の
予
算

を
計
上
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
一
般
家

庭
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
事
業
者
や
学

校
の
生
徒
た
ち
に
も
意
識
の
向
上
を
求

め
活
動
し
て
い
る
点
で
し
た
。
七
種
七

色
か
ら
な
る
収
集
袋
や
ゴ
ミ
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
、
ゴ
ミ
分
別
の
手
引
き
、
ポ
ス

タ
ー
な
ど
、
市
民
に
対
し
わ
か
り
や
す

く
、
見
や
す
く
、
使
い
や
す
い
グ
ッ
ズ

を
用
い
、
実
績
を
あ
げ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
し
た
。

当
初
は
生
ゴ
ミ
の
分
別
に
対
し
、
市

民
か
ら
不
満
の
声
も
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
各
集
落
を
こ
ま
め
に
ま
わ
り
理
解

を
求
め
た
そ
う
で
す
。
生
ゴ
ミ
の
収
集

袋
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
作
ら
れ
た
、

解
け
て
な
く
な
る「
生
分
解
ビ
ニ
ー
ル
」

の
袋
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ゴ
ミ

袋
の
製
作
お
よ
び
販
売
は
、
行
政
の
支

出
は
ゼ
ロ
で
、
メ
ー
カ
ー
や
お
店
に
任

せ
て
い
ま
す
。
今
現
在
の
リ
サ
イ
ク
ル

比
率
は
93
％
で
、
残
り
の
１
％
は
焼

却
、
６
％
が
埋
め
立
て
処
理
と
の
こ
と

で
し
た
。

ま
た
、
富
良
野
地
区
環
境
衛
生
セ
ン

タ
ー
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で
は
、
し
尿

と
生
ゴ
ミ
か
ら
堆
肥
を
製
造
し
て
お

り
、商
品
化
し
た
堆
肥
は
Ｊ
Ａ
を
通
じ
、

一
立
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
千
円
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

富
良
野
市
が
十
四
種
分
別
で
成
功
し

た
最
大
の
要
因
は
、「
焼
却
施
設
を
持

っ
て
い
な
い
。
処
分
場
の
敷
地
確
保
が

困
難
だ
っ
た
」
か
ら
だ
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
が
、
ま
さ
に
マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ

ス
に
変
え
て
市
民
の
理
解
と
協
力
を
得

た
成
功
事
例
だ
と
思
い
ま
す
。
わ
が
町

で
も
状
況
は
似
通
っ
て
お
り
、
大
い
に

参
考
に
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

最
後
に
、
札
幌
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー

で
災
害
の
模
擬
体
験
を
し
て
き
ま
し

た
。
い
つ
何
時
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な

い
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
の
対
応
力

を
経
験
す
る
も
の
で
、
今
回
は
、
震
度

７
の
地
震
体
験
と
火
災
時
の
煙
体
験
を

し
て
き
ま
し
た
。
震
度
７
で
三
十
秒
間

に
ど
れ
だ
け
行
動
で
き
る
の
か
を
体
験

し
ま
し
た
が
、
意
外
に
で
き
な
い
も
の

で
す
。
ま
た
、
煙
の
中
を
避
難
す
る
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
時
間
内
に
避
難
完
了
で

き
な
か
っ
た
り
、
実
際
の
災
害
発
生
時

に
は
果
た
し
て
大
丈
夫
な
の
か
心
配
に

な
り
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
災
害

弱
者
と
い
わ
れ
る
高
齢
者
の
多
く
の

方
々
に
一
度
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い

施
設
で
あ
り
ま
し
た
。

以
上
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
今
回

視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
研
修
の
報
告

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

成
十
三
年
度
か
ら
「
燃
や
さ
な
い
・
埋

め
な
い
」
を
基
本
に
市
民
へ
の
啓
発
事

業
を
計
画
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
お
よ
び
ゴ

ミ
減
量
化
の
意
識
高
揚
に
努
め
た
と
い

い
ま
す
。
岡
本
副
議
長
の
冒
頭
あ
い
さ

つ
の
中
で
、「
市
民
の
理
解
が
な
け
れ

ば
、
こ
こ
ま
で
こ
れ
な
か
っ
た
。」
と

の
意
味
も
非
常
に
説
得
力
の
あ
る
も
の

で
し
た
。
平
成
十
七
年
度
の
廃
棄
物
処

理
関
係
の
歳
入
歳
出
の
実
績
は
約
四
億

千
五
百
万
円
で
、
歳
入
で
は
一
般
財
源

か
ら
約
四
億
五
百
万
円
、
手
数
料
そ
の

他
収
入
が
約
一
千
万
円
で
あ
り
、
歳
出

の
ほ
う
で
は
広
域
処
理
（
一
市
三
町
一

村
）の
負
担
金
が
約
二
億
千
三
百
万
円
、

収
集
運
搬
費
用
が
約
九
千
百
万
円
、
人

件
費
が
約
五
千
二
百
万
円
、
固
形
燃
料

施
設
の
運
営
管
理
や
資
源
ゴ
ミ
処
理
費

等
で
約
五
千
九
百
万
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
人
口
二
万
五
千
百
十
七
人
（
一

ゴミ関連のグッズ

札幌市民防災センター

富 良 野 市 役 所 前 に て


